
皆さん、「手話」を知っていますか？
手話は、手指や体の動き、表情を使って表現する「見ることば（言語）」です。
本市では、市民の皆さんに『手話のこと』や『手話を使う人たちのこと』を
知ってもらい、だれもが住みやすいふくしのまちにするため、平成２９年４
月に「苫小牧市手話言語条例」を制定しました。
また、苫小牧市公式YouTubeチャンネルでは「実践してみよう！ワンポイン
ト手話のあいさつ編」や手話付きの市長記者会見動画を公開しています。
ぜひご覧ください。

ご存じですか？苫小牧市手話言語条例

※手話を学ぶには、市主催の「手話奉仕員養成講座」「出前講座」もあります。
ぜひ、障がい福祉課までお問い合わせください

詳 細 障がい福祉課　2（32）6412　FAX（36）3121
Eメール　syogaifukusi@ciy.tomakomai.hokkaido.jp

詳 細 NPO法人にわとりクラブ　2080（6087）2494
障がい福祉課　2（32）6356　FAX（36）3121

いけまぜ夏フェス2023サポーター・実行委員大募集！

いけまぜ夏フェスとは？

今年は苫小牧市
で開催します。開
催方法は未定で
すが、日程は夏ご
ろを予定していま
す。

サポーター・実行委員って何するの？
サポーターは当日、イベントの運営や参加者
と一緒に活動に参加するなど、いけまぜ夏フ
ェスを盛り上げていく役割があります。実行
委員は、夏フェス開催に向けて企画を立ち上
げることから始まります。開催に向けた会議
や夏フェスに向けた準備を行い、他の実行委
員会メンバーと力を合わせて、夏フェスをつくり
上げていきます。

どこで開催するの？

参加したい方のご連絡をお待ちしております。知人やご家族と一緒の参加も可能です。

どこに連絡すればいいの？

「いけまぜ」は、「生きる」と「まぜこぜ（ごちゃまぜ）」の造語です。「障がいがある
子どもたちとその家族」と「参加者の活動を支えるサポーター」と「開催地の皆
さん」がごちゃまぜになって一泊二日共に楽しみながら、ふれあいや助け合いを
通し“みんな同じ人間だ”ということに気付く、年に1度のイベントです。1997年
に初開催され、障がい児・者の支援グループ「NPO法人障がい児の積極的な活動を支援する会『にわとりク
ラブ』（理事長・とまこまい脳神経外科 小児脳神経外科部長 髙橋義男 氏）」が代表となって実施されており、
開催地の実行委員会を結成し夏フェスをつくり上げます。

た か は し よ し  お

苫小牧市
手話言語条例
詳細はこちら ▼

実践してみよう！
ワンポイント手話

動画で
学べます！
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